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研究成果の概要（和文）： 

温室効果ガスの二酸化炭素排出の見積りのために，研究代表者が開発した WEB ベースの環境
負荷見積りシステムを改良し，企業と消費者の環境合理性の基準のもとで環境調和に向けた生
産・調達のあり方を支援できるシステムを構築した．また，その基本的な枠組みとその有効性
を国内外の学術雑誌ならびに学会において発表，公表した．それにもとづいて生産・調達を通
して環境負荷を削減する代替案の中から意思決定者が対話的に競争優位な案を選択できる．異
なる立場における利害の調整を多目的の最適化問題に帰着させて解法の導出を行い，メカニズ
ムデザインの観点から環境影響物質を低減する実践的でより一般的な方策を数理モデルで示し
た．  

 
研究成果の概要（英文）： 

I improved the WEB-based environmental load estimate system which a study 
representative developed for the estimate of carbon emissions of the greenhouse gas. 
The system which could support the way of production, the procurement for the 
environment-conscious under the standard of the environmental rationality both the 
company and consumers was built. I presented the basic frame and the effectiveness in 
domestic and foreign journals and a society and published it. Based on it, the 
decision-maker can chose the plan that competition was dominant from a substitute 
plan to reduce environmental load through production, procurement interactively. I 
showed the policy that it was practical and was more common to reduce an 
environmental influence material from the viewpoint of mechanism design in a 
mathematics model.  
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１．研究開始当初の背景 
 環境省から，「地球環境問題をめぐる消費
者の意識と行動が企業戦略に及ぼす影響（企
業編）」の調査概要が公表されている．そこ
で明らかとなっているのは環境対策への企
業規模別格差の存在である．製造業の上場大
企業が製造過程で省資源・省エネルギー，廃
棄物の削減などで抜本的な対策に着手して
いるのに対して，中小企業では対策に取り組
んでいる割合が低いことが明らかになって
いる．上場中小企業の約半数は環境対策実施
による対策費の増大を懸念している．また業
種によらず上場大企業の約 70%が業界団体に
働きかけるなど可能なことはできるだけ対
応しているのに対して，それ以外の上場中小
企業，非上場企業では逆に約 70%が特別な対
応はしていない．さらには，企業が実際に行
っている環境対策と消費者が企業に望んで
いる対策が大きく食い違っていることも示
されていた． 

また世界では環境規制（RoHS 指令や REACH
など）の動きが広がっており，企業はグロー
バル化，サプライチェーン化のもと，環境と
収益への配慮をバランスよく生産・調達で実
現する仕組みを構築する必要に迫られる状
況が背景にあった． 
 
２．研究の目的 
 複雑に関係する環境，生産や品質の問題を
企業・消費者・環境の多目的最適化問題とし
て捉え，数理モデルの枠組みで客観的に分析
する技術を提案する．そして，対話的に意思
決定者が許容できるバランスのとれた解を
見つけることができる手法を展開する．さら
に，研究の成果を広く社会に還元するために
システムとして実現することである．  
 

３．研究の方法 

 経営・品質の観点から生産・調達などの意

思決定を多目的最適化問題として捉えて分

析することを目指し，以下の項目に大別し，

遂行した． 

企業において環境負荷削減，規制有害物質

管理への取組みが躊躇・促進される要因分析

し，意思決定者が代替案の中から対話的に案

を選択するときに有用な評価指標の検討． 

そして，経営戦略の重要性や購買意欲の観

点から，生産・調達組合せごとの製品の優位

性の導出し，必ず満たす基準，できるだけ満

たす基準（ファジィ変数），達成が不確実な

基準（確率変数）等の多様な変数による多目

的最適化問題の定式化とその解法の提案． 

最後に，環境負荷削減，規制有害物質管理

のための実践的なシステムの開発して，実証

研究を通した研究成果の有用性の検証を行

うことである． 

 

４．研究成果 
 消費者が評価する環境に配慮した製品の
項目を明らかにして，生産・調達を通して環
境負荷，規制有害物質を削減する代替案の中
から意思決定者が対話的に競争優位な案を
選択するのに有用な評価指標を提案し，企
業・消費者・環境が持続的な恩恵を享受でき
るよう誘導する仕組みを提案した．そのため
に，異なる立場における利害の調整を多目的
の最適化問題に帰着させて解法の導出を行
い，メカニズムデザインの観点から環境影響
物質を低減する実践的でより一般的な方策
を数理モデルで示した． 
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